平成20年6月27日
杉並区の自殺対策について　　
平成10年以降、区でも年間100人以上の尊い命が失われており、特に30～40代の青年・中年期の自殺者が多くなっています。自殺の動機には、健康問題や多重債務等の経済問題、家庭問題などが複雑に関係しており、社会問題として積極的に取り組む必要があります。
このため、杉並区は健康都市杉並庁内推進会議のもとに自殺対策部会を設置し、杉並区における自殺対策の方針を定めるとともに、具体的な取り組みを開始しました。

１　これまでの取組み等の経過

平成18年11月　　健康都市杉並庁内推進会議「自殺対策部会」を設置し検討開始
平成20年01月　　自殺予防職員研修の実施（都区共催）

平成20年03月　　「杉並区における自殺対策の方針」を策定
　　　       ５月　　 　春の自殺予防月間の取組み
２　杉並区における自殺対策の方針【別紙１】
今後は、５つの柱に基づき、全ライフステージで全庁的な取り組みを推進していきます。

　　自殺対策の５つの柱

１　自殺予防に関する正しい知識の普及啓発

２　相談窓口の連携と対応力の向上

３　地域の関係機関との連携

４　遺された方への支援

５　心の健康づくりとうつ病対策
３　取り組み

(1) 毎年５月と９月を春と秋の「杉並区自殺予防月間」と定め、「命はぐくむ生き心地のよい杉並をめざして」をテーマに、普及啓発を重点的に行います。
5月には、街頭キャンペーンや講演会、メンタルヘルスにおける中小企業との連携、心癒される音楽と語りのコンサートなどを実施しました。
　　また、民間やＮＰＯなどの自殺予防関連webサイトの区ホームページへのリンクなど、幅広い取り組みを展開しています。

さらに、教育分野では、同月を「いのちの教育月間」とし、小中学校全校で生命尊重の道徳授業を実施するとともに、赤ちゃんや動物などとのふれあい体験など、生命の尊さを実感できる体験活動を併せて実施します。加えて、教職員の相談力向上のための研修を継続実施しています。
(2) 「自殺予防対策相談窓口ハンドブック」を作成し、各職場に配布（20年4月）。

(3) 職員研修については、ゲートキーパー養成研修（1月）、多重債務研修（5月）、保健所専門研修（5月）など実施しました。また、新たに相談業務に関わる関係機関向けの研修を進めます。
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